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開催日時
かいさいにちじ

参加
さ ん か

者
しゃ

数
すう

プログラム 概要
がいよう

第
だい

81回
かい

H31.4.17

中央
ちゅうおう

保健
ほ けん

センター

55名
めい

「中央区
ちゅうおうく

地域
ち い き

部会
ぶかい

の取
と

り組
く

み」

　中央区
ちゅうおうく

地域
ち い き

部会
ぶかい

　片岡
かたおか

　正憲
まさのり

　氏
し

「平成
へいせい

30年
ねん

度
ど

中央区
ちゅうおうく

地域
ち い き

部会
ぶかい

年間
ねんかん

活動
かつどう

報告
ほうこく

」

　中央区
ちゅうおうく

地域
ち い き

部会
ぶかい

　妻
つま

倉
くら

　ゆかり　部会長
ぶかいちょう

「福祉
ふ く し

の現場
げんば

で働
はたら

くにあたって」

　相談室
そうだんしつ

にっと　大久保
お お く ぼ

　薫
かおる

　氏
し

中央区
ちゅうおうく

地域
ちいき

部会
ぶかい

の理念
りねん

、取
と

り組
く

みなどについての

説明
せつめい

及
およ

び平成
へいせい

30年
ねん

度
ど

の年間
ねんかん

活動
かつどう

報告
ほうこく

。

福祉
ふ く し

の現場
げんば

で働
はたら

くにあたって「大切
たいせつ

だと思
おも

うように

なったこと」についての講演
こうえん

を行
おこな

い、質疑
しつぎ

応答
おうとう

を

行
おこな

った。

第
だい

82回
かい

R1.5.15

中央
ちゅうおう

保健
ほ けん

センター

68名
めい

「いろいろなグループホームについて知ろう！」

　㈱りるむ　山本
やまもと

　浩太郎
こうたろう

　氏
し

　NPO法人
ほうじん

フィールズ　高杉
たかすぎ

　圭
けい

一
いち

　氏
し

　社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

あむ　こまち　和久井
わ く い

　三保子
み ほ こ

　氏
し

「生活
せいかつ

の場
ば

」で支援
しえん

を行
おこな

っているグループホームに

ついて学
まな

ぶため、特徴
とくちょう

の異
こと

なる３つのグループ

ホームの支援
しえん

内容
ないよう

や住
す

まいの特徴
とくちょう

についての発
はっ

表
ぴょう

を行
おこな

い、質疑
しつぎ

応答
おうとう

を行
おこな

った。

第
だい

83回
かい

R1.6.19

中央
ちゅうおう

保健
ほ けん

センター

40名
めい

発表
はっぴょう

「私
わたし

の、とある連携
れんけい

」（訪問
ほうもん

看護
か んご

・訪問
ほうもん

介護
か い ご

）

　訪問
ほうもん

看護
か ん ご

ステーション　結
ゆい

　神崎
かんざき

　剛光
たけみつ

　氏
し

　札幌市
さっぽろし

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

協議会
きょうぎかい

　西
にし

ヘルパーセンター　小田
お だ

　リサ　氏
し

「生活
せいかつ

のサポート」を行
おこな

っている、訪問
ほうもん

看護
かんご

、訪問
ほうもん

介
か

護
いご

の支援
しえん

内容
ないよう

や連携
れんけい

事例
じれい

についての発表
はっぴょう

を行
おこな

い、

グループワークを行った。

第
だい

84回
かい

R1.7.17

中央
ちゅうおう

保健
ほ けん

センター

41名
めい

「高等
こうとう

学校
がっこう

における特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

　～困
こま

りを抱
かか

えた生徒
せ い と

の支援
し え ん

の取
と

り組
く

み～」

　札幌
さっぽろ

学院
がくいん

大学
だいがく

人
じん

文学部
ぶんがくぶ

　教
きょう

授
じゅ

　栃真賀
と ち ま か

　透
とおる

　氏
し

市内
しない

の高等
こうとう

学校
がっこう

における特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

の取
と

り組
く

みを

もとに、様々
さまざま

な障
しょう

がい等
とう

を抱
かか

えた生徒
せいと

に対
たい

する支援
しえん

体
た

制
いせい

やキャリア教育
きょういく

の現状
げんじょう

、連携
れんけい

事例
じれい

についての講演
こうえん

を行
おこな

い、グループワークを行
おこな

った。

第
だい

85回
かい

R1.9.18

中央
ちゅうおう

保健
ほ けん

センター

40名
めい

「☆事例
じ れ い

検討
けんとう

サロン in ちゅうおう PART４☆

～みんなでワイワイ学
まな

び合
あ

おう！～」

　事例
じ れ い

提供
ていきょう

：ＮＰＯ法人
ほうじん

 障
しょう

がい者
しゃ

就労
しゅうろう

支援
し え ん

の会
かい

　あかり家
や

提供
ていきょう

された事例
じれい

について、「野中
のなか

方式
ほうしき

事例
じれい

検討
けんとう

」の

手法
しゅほう

を用
もち

いて事例
じれい

検討
けんとう

を行
おこな

った。

第
だい

86回
かい

R1.10.16

中央
ちゅうおう

保健
ほ けん

センター

26名
めい

「振
ふ

り返
かえ

ろう！防災
ぼうさい

のこと」

北海道
ほっかいどう

胆振
いぶり

東部
と う ぶ

地震
じ し ん

からこれまでの１年
ねん

を振
ふ

り返
かえ

り、各事業所
かくじぎょうしょ

で「これまでに取
と

り組
く

んだこと」「未実
み じっ

施
し

な取
と

り組
く

みとその理由
り ゆ う

」「今後
こんご

取
と

り組
く

めそうなこ

と」についてのグループワークを行
おこな

った。

第
だい

87回
かい

R1.11.20

カナモトホール

52名
めい 「支援者

しえ ん しゃ

のメンタルヘルスケアについて」

　札幌市
さっぽろし

精神
せいしん

保健
ほ けん

福祉
ふ く し

センター　所長
しょちょう

　鎌田
か ま だ

　隼
しゅん

輔
すけ

　氏
し

支援者
しえんしゃ

のメンタルヘルスケアについて、「個人
こ じん

として

のメンタルヘルスケア」と「チームとしてのメンタルヘ

ルスケア」の２つのテーマで講義
こ う ぎ

とグループワーク

を行
おこな

った。

第
だい

88回
かい

R2.1.15

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

総合
そうごう

センター

81名
めい 「事例

じ れ い

から考
かんが

えよう　～依存症
いぞんしょう

かつ発達
はったつ

障
しょう

がい～」

　医療
いりょう

法人
ほうじん

北
ほく

仁
じん

会
かい

　旭山
あさひやま

病院
びょういん

　橋本
はしもと

　省吾
しょうご

　氏
し

中央区
ちゅうおうく

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

協議会
きょうぎかい

との共催
きょうさい

。

「依存症
いぞんしょう

」と「発達
はったつ

障
しょう

がい」についての正
ただ

しい理解
りかい

と

関
かか

わり方
かた

を学
まな

ぶため、症例
しょうれい

を交
まじ

えた講演
こうえん

を行
おこな

い、グ

ループワーク、質疑
しつぎ

応答
おうとう

を行
おこな

った。

第
だい

89回
かい

R2.2.19

中央
ちゅうおう

保健
ほ けん

センター

43名
めい

「しゃべりばinちゅうおう　Part３」

職位
しょくい

別
べつ

、経験
けいけん

年数
ねんすう

別
べつ

に同
おな

じ立場
たちば

で話
はな

しやすいグ

ループを作
つく

り、「困
こま

りごとをひたすら出
だ

し合
あ

うしゃべり

ば」と「出
で

た困
こま

りごとを深
ふか

めるしゃべりば」の２つの

しゃべりばを行
おこな

った。

けんこうフェスタ

2019 ｉｎ ちゅうおう

R1.9.28

中央
ちゅうおう

保健
ほ けん

センター

来場者
らいじょうしゃ

数
すう

延
の

べ

324名
めい

就労
しゅうろう

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

で制作
せいさく

した商品
しょうひん

及
およ

び事業
じぎょう

所
しょ

パンフ

レット等
とう

の展示
て ん じ

福祉
ふ く し

施設
しせつ

の活動
かつどう

を理解
りかい

してもらうために、木工
もっこう

製
せ

品
いひん

、ファッション小物
こもの

、缶
かん

バッヂ、手織
ており

製品
せいひん

、支援
しえん

学
がっ

校
こう

の小学
しょうがく

部
ぶ

作品
さくひん

等
とう

の展示
てんじ

を行
おこな

った。

中央区
ちゅうおうく

地域
ち い き

部会
ぶかい

　令和
れ いわ

元
がん

年度
ね ん ど

実績
じっせき

一覧
いちらん
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移動 PJから運営会議へ報告→自立支援協議会から札幌市（さっぽろ障がい者プラン 2018 一部改定）へ提出（提言） 
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移動 PJから運営会議へ報告→自立支援協議会から札幌市（さっぽろ障がい者プラン 2018 一部改定）へ提出（提言） 
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移動 PJから運営会議へ報告→自立支援協議会から札幌市（さっぽろ障がい者プラン 2018 一部改定）へ提出（提言） 
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移動 PJから運営会議へ報告→自立支援協議会から札幌市（さっぽろ障がい者プラン 2018 一部改定）へ提出（提言） 
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移動 PJから運営会議へ報告→自立支援協議会から札幌市（さっぽろ障がい者プラン 2018 一部改定）へ提出（提言） 
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移動 PJから運営会議へ報告→自立支援協議会から札幌市（さっぽろ障がい者プラン 2018 一部改定）へ提出（提言） 
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移動 PJから運営会議へ報告→自立支援協議会から札幌市（さっぽろ障がい者プラン 2018 一部改定）へ提出（提言） 
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移動 PJから運営会議へ報告→自立支援協議会から札幌市（さっぽろ障がい者プラン 2018 一部改定）へ提出（提言） 
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移動 PJから運営会議へ報告→自立支援協議会から札幌市（さっぽろ障がい者プラン 2018 一部改定）へ提出（提言） 
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移動 PJから運営会議へ報告→自立支援協議会から札幌市（さっぽろ障がい者プラン 2018 一部改定）へ提出（提言） 
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移動 PJから運営会議へ報告→自立支援協議会から札幌市（さっぽろ障がい者プラン 2018 一部改定）へ提出（提言） 
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札幌市障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための 

法律施行条例（平成２４年条例第４３号・抄） 

 

第８章の２ 自立支援協議会  

   （自立支援協議会）  

第４１７条の２ 法第８９条の３第１項の規定に基づき、札幌市自立支援協議会

（以下「協議会」という。）を置く。  

２ 協議会は、委員２５人以内をもって組織する。  

３ 委員は、法第８９条の３第１項に規定する関係機関等のうちから市長が委

嘱する。 

４ 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委

員の任期は、前任者の残任期間とする。  

５ 委員は、再任することができる。  

６ 特別の事項を調査し、又は審議させるため必要があると認めるときは、第

２項の委員のほかに、協議会に臨時委員を置くことができる。  

７ 協議会は、必要に応じ、部会を置くことができる。  

８ 前各項に定めるもののほか、協議会の組織及び運営に関し必要な事項は、

市長が定める。 
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札幌市自立支援協議会規則（平成２６年規則第７１号） 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、札幌市障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援す

るための法律施行条例（平成２４年条例第４３号）第４１７条の２第８項の

規定に基づき、札幌市自立支援協議会（以下「協議会」という。）の組織及

び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

（会長及び副会長） 

第２条 協議会に会長及び副会長各１人を置き、委員の互選によりこれを定め

る。 

２ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたとき

は、その職務を代理する。 

４ 会長及び副会長共に事故があるとき、又は欠けたときは、あらかじめ会長

の指名する委員がその職務を代理する。 

（臨時委員） 

第３条 臨時委員は、学識経験を有する者、協議会の推薦を受けた者その他市

長が適当と認める者のうちから、市長が委嘱する。 

２ 臨時委員は、その者の委嘱に係る特別の事項に関する調査審議が終了した

ときは、委嘱を解かれたものとみなす。 

（会議） 

第４条 協議会の会議は、会長が招集する。 

２ 会長は、協議会の会議の議長となる。 

３ 協議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

４ 協議会の議事は、出席した委員全員の一致により決定する。ただし、これ

により難い場合は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決

するところによる。 

（意見の聴取等） 
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第５条 協議会は、必要があると認めるときは、関係者に対し、出席を求めて

意見若しくは説明を聴き、又は資料の提出を求めることができる 

（部会） 

第６条 部会は、会長の指名する委員及び臨時委員をもって組織する。 

２ 部会に部会長を置き、部会に属する委員の互選によりこれを定める。 

３ 部会長は、部会を代表し、部会の事務を総理する。 

４ 部会長に事故があるとき、又は部会長が欠けたときは、あらかじめ部会長

の指名する委員がその職務を代理する。 

５ 前２条の規定は、部会について準用する。この場合において、これらの規

定中「協議会」とあるのは「部会」と、第４条第１項及び第２項中「会長」

とあるのは「部会長」と読み替えるものとする。 

（庶務） 

第７条 協議会の庶務は、保健福祉局において行う。 

（委任） 

第８条 この規則に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会

長が協議会に諮って定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ 第２条第１項の規定にかかわらず、この規則の施行の際現に従前の協議会

に相当する合議体の会長又は副会長である者は、それぞれこの規則の施行の

日に協議会の会長又は副会長として定められたものとみなす。 

３ 第６条第１項及び第２項の規定にかかわらず、この規則の施行の際現に従

前の協議会の部会に相当する合議体の部会の委員又は部会長である者は、そ

れぞれこの規則の施行の日に協議会の部会の委員又は部会長として指名され、

又は定められたものとみなす。 
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札幌市自立支援協議会設置要綱 

〈平成 18年 8月 10 日 保健福祉局理事決裁〉 

〈最近改正 平成 25年 3月 28日〉 

 

 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平

成 17 年法律第 123 号）第 89 条の 3 の規定に基づき、同条の協議会の組織及び運営に関

し必要な事項を定めるものとする。 

２ 協議会は、地域の障がい福祉に関するシステムづくりに関し、中核的な役割を果たす

定期的な協議の場とするとともに、障がい福祉計画の策定又は変更並びに障がい福祉施

策の総合的かつ計画的な推進について市長の求めに応じ意見を述べるものとする。 

 （組織） 

第２条 協議会は、全体会と各部会により組織する。 

２ 全体会の委員（以下、委員という）は、25 人以内で次に掲げるもののうちから市長が

委嘱する。 

(1) 障がい福祉に関する相談支援事業者（委託相談支援事業者及び指定相談支援事業者） 

(2) 障がい福祉サービス事業者 

(3) 保健・医療関係者 

(4) 教育・雇用関係機関に所属する者 

(5) 企業関係者 

(6) 障がい者関係団体に所属する者 

(7) 障がい当事者 

(8) 学識経験者 

(9) 関係行政機関 

(10) 前各号に掲げる者のほか、市長が適当と認める者 

３ 第２項の規定により委嘱を受けた委員が次の各号のいずれかに該当するときは、市長

は当該委員の委嘱を取り消すことができる。なお、第５条の臨時委員においても同様と

する。 

(1)委員が暴力団員（札幌市暴力団の排除の推進に関する条例（平成２５年条例第６号）

第２条第２号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）であると認められるとき。  

(2)委員が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加え

る目的をもって、暴力団（札幌市暴力団の排除の推進に関する条例（平成２５年条例

第６号）第２条第１項に規定する暴力団をいう。以下同じ。）又は暴力団員の利用等

をしたと認められるとき。 

(3)委員が、暴力団又は暴力団員に対して資金等を供給し、又は便宜を供与する等直接的

191



又は積極的に暴力団の維持若しくは運営に協力し、又は関与していると認められると

き。 

(4)委員が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有していると認められ

るとき。 

 （委員の任期） 

第３条 委員の任期は２年とし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。ただし、

再任を妨げない。 

 （会長・副会長） 

第４条 協議会に会長 1 名、副会長 1 名を置き、委員の互選によってこれを定める。 

２ 会長は、協議会を代表し、会務を総括する。 

３ 会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、副会長がその職務を代理する。 

 （臨時委員） 

第５条 特別の事項を調査審議するため必要があるときは、協議会に臨時委員を置くこと

ができる。 

２ 臨時委員は、学識経験を有する者、協議会の推薦を受けた者その他市長が適当と認め

る者のうちから、市長が委嘱する。 

３ 臨時委員は、その者の委嘱に係る特別の事項に関する調査審議が終了したときは、委

嘱を解かれたものとする。 

 （全体会） 

第６条 全体会は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 全体会は意思決定の場であり、委員の総意により決定するが、これにより難い場合は、

出席委員の過半数により決定するものとする。 

３ 全体会に会長、副会長、各部会長により構成する運営会議を設置し、協議会全体の運

営に関する議論を行う。 

 （部会） 

第７条 協議会に次の部会を置くこと。 

(1) 地域部会 

(2) 専門部会 

２ 各部会の役割は以下のとおりとする。 

(1)  地域部会 

  障がい者やその家族等が暮らしやすい地域づくりのため、関係者が顔の見えるネッ

トワークを構築し、情報共有等を行い、地域課題の発掘・解決を行う。 

(2)  専門部会 

  就労支援、相談支援、子ども等、分野別に関係者が集まり、関係者間の情報共有や

研修等の開催により、部会員の資質向上と施策提言等を行う。 

３ 部会に部会長を置き、当該部会に属する委員の互選によってこれを定める。 
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４ 部会は、部会長が招集し、その議長となる。 

５ 部会は、その設置を必要と提案する者が、部会設置の目的、活動内容等を説明し、前

条の規定に従い決定され、設置されるものとする。 

６ 特別の事項を調査審議するため必要があるときは、協議会にプロジェクトチームを置

くことができる。プロジェクトチームの構成、運営に関しては、全体会にて定める。 

（機能） 

第８条 協議会は、次に掲げる機能を有するものとする。 

(1) 中立・公平性を確保する観点から、札幌市が委託する相談支援事業者の運営評価等

を実施する。 

(2) 困難事例への対応のあり方に関して、協議、調整を行う（当該事例の支援関係者等

による個別ケア会議を必要に応じて随時開催する）。 

(3) 地域の関係機関によるネットワーク構築等に向けた協議を行う。 

(4) 地域の社会資源の開発、改善を行う。 

(5) 障害者虐待防止に関する体制整備等に対して、虐待防止のネットワークと連携する。 

(6) その他、協議会の趣旨に合致する事柄について協議を行う。 

 （公開・広報） 

第９条 全体会は原則公開とする。ただし、困難事例への対応のあり方に関する協議等、

協議内容に個人情報が含まれる場合には、非公開とすることができる。 

２ 全体会を非公開とする場合は、事前に全体会または運営会議において協議し、委員の

了承を得ることを必要とする。 

３ 協議会の広報は札幌市ホームページを中心に、必要に応じて行う。 

 （庶務） 

第 10 条 協議会の庶務は、保健福祉局障がい福祉課と相談支援事業所等で構成する事務局

において行う。 

 （運営事項） 

第 11 条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が協議会

に諮って定める。 

 

 附 則 

この要綱は、平成 18 年 9 月 1 日から施行する。 

 附 則 

この要綱は、平成 20 年 11 月 1 日から施行する。 

 附 則 

この要綱は、平成 25 年 2 月 19 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 25 年 4 月 1 日から施行する。  
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2020.1.29 自立支援協議会 運営会議にて確認 

部会化の基準 
●札幌市自立支援協議会は、設置要綱の第１条第２項に示すとおり、「地域の障がい福祉に関するシ

ステムづくりに関し、中核的な役割を果たす定期的な協議の場」であるとともに、「障がい福祉計画の

策定又は変更並びに障がい福祉施策の総合的かつ計画的な推進について市長の求めに応じ意見

を述べるもの」という規定に基づき、障がい者プラン等への施策提言を行っている。 

 

●札幌市自立支援協議会は、活動報告書等により、障がい福祉全般について市の施策の参考となる

活動をしている。しかし、国や市に対する要望の場ではなく、地域課題を情報共有し協議するが、自

立支援協議会自らが国や市に要望をあげることは想定していない。そのため、各部会やプロジェクト

チームでの活動は、下記のルールや役割を踏まえて運営していく必要がある。また、協議会の役割

を実行するプロセスで、協議会の６つの機能を果たしているかの意識を持ち、検証することも必要と

なる。 

協議会のルール 

・協議会の場に一方的な要望や陳情、バトルを

持ち込まない 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議会の役割 

・協議会は関係機関等の相互の連携を図る・協

議会は地域における障害者等への支援体制

に関する課題について情報を共有する 

・協議会は関係機関などの連携の緊密化を図

る 

・協議会は地域の実情に応じた体制を整備する 

 

●専門部会は包括的・横断的な分野ごとに、期限の定めなく組織的に活動するために、最低限、部会

長・副部会長・事務局が必要である。各専門部会の規約では事務局はあくまで「事業所」であり、個

人の活動ではなく、障がい福祉課と連携して行うこととしている。 

 （相談支援部会、就労支援推進部会、子ども部会の規約の事務局の定め方を参考。） 

 

 

札幌市全体の事業所を代表する部会長・副部会長・事務局となりうる事業所が複数あり、障がい福祉

課が部会運営を任せることが可能と認めることが部会化の必要条件である。 

 

〇 現に各専門部会の事務局会議は、委託相談、ナカポツ、療育支援事業等の札幌市から委託を受

けている事業所が複数存在することで、全市的・中立的なネットワーク構築の役割を果たしており、

札幌市が関わりながらも自主的な運営が可能になっている。 

 

〇 専門部会は、札幌市自立支援協議会設置要綱に基づいて設置するもので、要綱改正も検討しな

ければならないことから、協議会内の議論で設置できるプロジェクトチームとは異なり、札幌市が行

政推進上必要と認めることが必要である。 
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